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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月20日(2010.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの発光面を有する発光体と、
　前記発光面の上方に装着された少なくとも部分的に中空の集積光学系とを備え、
　中空領域内の屈折率が、光路に沿った次の媒体の屈折率よりも小さい光源モジュール。
【請求項２】
　前記少なくとも部分的に中空の集積光学系は、前記発光面に面する近接端面と、前記発
光面に遠くで面する遠位端面とを有し、前記少なくとも部分的に中空の集積光学系の前記
近接端面は、前記発光体の寸法アスペクト比と厳密に合致する寸法アスペクト比を有し、
前記少なくとも部分的に中空の集積光学系の前記遠位端面は、平坦で、矩形のアスペクト
比を有する、請求項１に記載の光源モジュール。
【請求項３】
　前記少なくとも部分的に中空の集積光学系の前記遠位端面の前記矩形のアスペクト比は
、前記少なくとも部分的に中空の集積光学系の前記近接端面の前記寸法アスペクト比と異
なる、請求項２に記載の光源モジュール。
【請求項４】
　前記少なくとも部分的に中空の集積光学系は、前記発光面の上方に空洞を形成するテー
パー状ロッドインテグレータを備え、前記空洞は、前記テーパー状ロッドインテグレータ
の屈折率ｎ２よりも小さい屈折率ｎ１を有する、請求項１に記載の光源モジュール。
【請求項５】
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　前記テーパー状ロッドインテグレータの前記空洞は、前記屈折率ｎ１を有する封入ゲル
で充填される、請求項４に記載の光源モジュール。
【請求項６】
　前記テーパー状ロッドインテグレータに接着された集光レンズを更に備え、前記集光レ
ンズは、前記テーパー状ロッドインテグレータの前記屈折率ｎ２よりも高い屈折率を有し
、
　光源モジュールは、前記集光レンズと前記テーパー状ロッドインテグレータの遠位端面
との間に配置された少なくとも１枚の光学フィルムを任意に有する、請求項４に記載の光
源モジュール。
【請求項７】
　前記少なくとも部分的に中空の集積光学系は、前記発光面に面する近接端面と前記発光
面に遠くで面する遠位端面との間に、ミラー化された側壁を有する、請求項１に記載の光
源モジュール。
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